
  

  

  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年８月11日
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代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）長谷川 宗平 

問合せ先責任者  （役職名） 常務取締役 管理本部長 （氏名）土井 紀夫 （ＴＥＬ）  079-426-3211 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月11日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  8,935  46.1  707  －  294  －  119  －

22年３月期第１四半期  6,114  △37.0  △197  －  △336  －  △360  －

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  2  87  －      

22年３月期第１四半期  △8  66  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  57,597  32,467  51.2  711  50

22年３月期  57,732  32,556  51.5  716  78

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 29,510百万円 22年３月期 29,734百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      5 00  5  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  4 00 －      4 00  8  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  18,200  29.8  1,270  618.1  910  －  550  －  13  26

通期  37,000  15.7  2,600  111.8  1,950  220.1  1,210  416.6  29  17



４．その他（詳細は、［添付資料］２ページ「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 － 社（社名）   、除外 － 社（社名）    

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四半期決算短信の 

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しています。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 45,246,212株 22年３月期 45,246,212株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 3,769,067株 22年３月期 3,763,459株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 41,478,285株 22年３月期１Ｑ 41,666,901株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  2

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  2

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  2

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  7

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  8

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  8

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記……………………………………………………………  9



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の需要拡大を背景に回復基調のなかで推移し、個人消

費も緩やかながら回復に転じました。一方、世界経済におきまして中国を中心とするアジア経済は引き続き景気拡

大が続きました。米国景気も回復基調で推移しましたが、ギリシャ問題を発端に欧州の信用不安が新たな懸念材料

として浮上してきました。 

このような環境のなか、当社の主要マーケットであるスマートフォンなどの高機能な携帯電話市場、およびカ

ーエレクトロニクス市場を中心に販売が前年を上回りました。その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は

8,935百万円（前年同期比46.1％増）となりました。利益におきましても、マーケット環境の改善により売上高が

増加し、営業利益は707百万円（前年同四半期連結会計期間は営業損失197百万円）となりました。また為替相場の

円高/ドル安により、為替差損377百万円を計上した結果、経常利益は294百万円（前年同四半期連結会計期間は経

常損失336百万円）、四半期純利益は119百万円（前年同四半期連結会計期間は四半期純損失360百万円）となりま

した。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前期末と比較して134百万円減少し、57,597百万円となりました。機

械装置等が増加いたしましたが、現金及び預金の減少が主な要因となっております。 

 負債合計は、前期末に比べ45百万円減少し、25,130百万円となりました。有利子負債の圧縮などによるものであ

ります。 

 純資産合計は、前期末に比べ88百万円減少し、32,467百万円となりました。その他有価証券評価差額金が減少し

たため、純資産が減少しております。 

 自己資本比率は、前期末に比べ0.3ポイント減少し、51.2％となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の第２四半期及び通期の業績予想につきましては、平成22年5月14日発表の業績予想に変更はあ

りません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① 棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高 

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

税金費用の計算 

 税金費用については、主に当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果 

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更） 

 従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であったPT.KDS INDONESIAについては、同日現在の財務諸表を利用

し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりましたが、当第１四半期連結会計

期間より、決算日を３月31日に変更したことにより、当第１四半期連結累計期間は、平成22年４月１日から平成

22年６月30日までの３か月間を連結しております。なお、平成22年１月１日から平成22年３月31日までの３か月

間の損益については利益剰余金に計上するとともに、キャッシュ・フローについては現金及び現金同等物の期首

残高の修正項目として計上しております。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用）  

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。これにより、営業利益及び経常利益が632千円、税金等調整前四半期純利益が10,824千円そ

れぞれ減少しております。 

  



３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,608,225 9,407,530

受取手形及び売掛金 10,156,205 10,164,045

有価証券 2,665,345 3,364,559

商品及び製品 2,765,372 2,461,374

仕掛品 2,979,199 2,911,954

原材料及び貯蔵品 2,018,290 1,991,695

繰延税金資産 40,638 34,384

その他 1,445,358 1,292,784

貸倒引当金 △85,528 △89,537

流動資産合計 30,593,108 31,538,789

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,317,295 5,435,258

機械装置及び運搬具（純額） 12,319,322 11,607,115

工具、器具及び備品（純額） 1,331,749 1,208,945

土地 5,668,066 5,666,945

建設仮勘定 472,593 196,345

有形固定資産合計 25,109,027 24,114,610

無形固定資産   

のれん 175,593 195,825

その他 176,462 178,700

無形固定資産合計 352,056 374,525

投資その他の資産   

投資有価証券 957,064 1,114,498

長期貸付金 714 696

繰延税金資産 2,491 9,595

その他 774,059 770,161

貸倒引当金 △190,858 △190,867

投資その他の資産合計 1,543,472 1,704,083

固定資産合計 27,004,556 26,193,219

資産合計 57,597,664 57,732,009



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,205,556 2,817,291

短期借入金 3,899,629 4,002,670

1年内返済予定の長期借入金 2,965,328 2,957,175

未払金 2,515,079 1,199,664

未払法人税等 159,765 153,036

繰延税金負債 4,928 5,671

賞与引当金 266,800 267,541

その他 746,355 765,965

流動負債合計 12,763,444 12,169,018

固定負債   

長期借入金 8,971,818 9,635,978

繰延税金負債 578,461 615,011

退職給付引当金 1,514,662 1,494,885

長期未払金 1,157,900 1,127,241

資産除去債務 23,686 －

その他 120,127 133,797

固定負債合計 12,366,656 13,006,914

負債合計 25,130,101 25,175,933

純資産の部   

株主資本   

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 12,413,615 12,413,615

利益剰余金 672,282 724,354

自己株式 △1,512,376 △1,509,743

株主資本合計 30,918,405 30,973,110

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △115,700 41,130

為替換算調整勘定 △1,291,732 △1,280,240

評価・換算差額等合計 △1,407,432 △1,239,110

少数株主持分 2,956,590 2,822,075

純資産合計 32,467,563 32,556,076

負債純資産合計 57,597,664 57,732,009



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 6,114,894 8,935,731

売上原価 4,939,679 6,679,662

売上総利益 1,175,215 2,256,069

販売費及び一般管理費 1,372,567 1,548,471

営業利益又は営業損失（△） △197,352 707,597

営業外収益   

受取利息 9,229 4,084

受取配当金 14,624 13,848

投資有価証券受贈益 － 24,734

その他 69,043 43,326

営業外収益合計 92,897 85,995

営業外費用   

支払利息 88,508 94,231

為替差損 47,215 377,453

その他 96,727 27,427

営業外費用合計 232,451 499,111

経常利益又は経常損失（△） △336,905 294,481

特別利益   

固定資産売却益 － 3,612

投資有価証券売却益 39,068 －

貸倒引当金戻入額 133 2,349

特別利益合計 39,201 5,962

特別損失   

固定資産売却損 － 11

固定資産除却損 1,303 438

投資有価証券評価損 2,007 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,191

持分変動損失 1,943 －

その他 232 1,472

特別損失合計 5,485 12,113

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△303,190 288,329

法人税、住民税及び事業税 37,071 93,812

法人税等調整額 4,911 △528

法人税等合計 41,983 93,283

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△345,173 195,046

少数株主利益 15,706 75,965

四半期純利益又は四半期純損失（△） △360,879 119,080



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△303,190 288,329

減価償却費 699,836 814,227

賞与引当金の増減額（△は減少） △493,831 △519

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,241 13,018

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,191

投資有価証券受贈益 － △24,734

受取利息及び受取配当金 △23,854 △17,933

支払利息 88,508 94,231

投資有価証券売却損益（△は益） △39,068 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2,007 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,499,104 △145,047

たな卸資産の増減額（△は増加） 811,480 △425,206

仕入債務の増減額（△は減少） △1,817,507 △455,396

その他 999,469 839,350

小計 1,430,196 990,510

利息及び配当金の受取額 23,854 17,933

利息の支払額 △91,938 △88,564

法人税等の支払額 △40,446 △49,177

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,321,664 870,701

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △385,107 △1,360,330

有形固定資産の売却による収入 122,800 32,008

投資有価証券の売却による収入 57,560 －

その他 111,512 △24,066

投資活動によるキャッシュ・フロー △93,235 △1,352,389

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △450,844 △103,945

長期借入れによる収入 1,282,923 －

長期借入金の返済による支出 △583,018 △642,150

配当金の支払額 △126,119 △207,514

少数株主からの払込みによる収入 5,924 －

自己株式の取得による支出 △100,922 △2,633

財務活動によるキャッシュ・フロー 27,942 △956,243

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,658 △106,809

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,273,031 △1,544,740

連結子会社の決算期の変更に伴う期首現金及び現金
同等物の増加額 － 51,066

現金及び現金同等物の期首残高 12,062,570 12,660,067

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,335,602 11,166,392



該当事項はありません。  

  

  

[事業の種類別セグメント情報] 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

 水晶製品事業の売上高及び営業損失の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損失の金額の合計額に占める割

合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。  

  

[所在地別セグメント情報] 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）欧州………ドイツ 

(2）アジア……香港、シンガポール、中国、インドネシア、台湾、タイ 

(3）北米………米国 

[海外売上高] 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1）欧州………ドイツ 

(2）アジア……香港、シンガポール、中国、台湾 

(3）北米………米国 

３ 海外売上高は、当社グループ（当社及び連結子会社）の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  日本 
（千円） 

欧州
（千円） 

アジア
（千円） 

北米
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                      

(1）外部顧客に対する売上高  2,910,639 246,230 2,734,863 223,160  6,114,894  － 6,114,894

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 3,176,273 599 1,893,700 317  5,070,890 (5,070,890) －

計  6,086,912 246,830 4,628,563 223,478  11,185,785 (5,070,890) 6,114,894

営業利益又は営業損失（△）  614,624 △21,922 △336,299 △28,296  228,105 (425,457) △197,352

  欧州 アジア 北米 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  242,152  4,146,916  228,809  4,617,878

Ⅱ 連結売上高（千円）                    6,114,894

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 4.0  67.8  3.7  75.5



[セグメント情報] 

 １．報告セグメントの概要 

 当社グループは、水晶応用電子部品を生産・販売しており、国内においては当社が、海外においては米国、欧州、

中国、台湾、アジアの各地域をDAISHINKU(AMERICA)CORP.（米国）、DAISHINKU(DEUTSCHLAND)GmbH（欧州）、大真空

（香港）有限公司（中国）、天津大真空有限公司（中国）、加高電子股份有限公司（台湾）、DAISHINKU(SHINGAPORE)

PTE.LTD.（アジア）及びその他の現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位で

あり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社の報告セグメントは生産・販売体制を基礎とした所在地別のセグメントから構成されており、

「日本」、「北米」、「欧州」、「中国」、「台湾」及び「アジア」の６つを報告セグメントとしております。 

  

 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益（営業利益）の調整額16,799千円には、セグメント間取引消去37,330千円、のれんの償却額

△20,231千円、その他の調整額△300千円が含まれております。 

２ 日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）北米………米国 

(2) 欧州………ドイツ  

(3）アジア……インドネシア、シンガポール  

  

（追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年3月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

   

報告セグメント 
調整額 

（注）１  

四半期連結
損益計算書 

計上額 日本 
  

北米 
（注）２ 

欧州 
（注）２ 

中国
  

台湾
  

アジア
（注）２ 計

売上高                                                 

外部顧客への

売上高 
 3,050,390  287,968 363,457 1,900,636 2,792,400 540,877  8,935,731  － 8,935,731

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 5,229,809  106 － 1,350,002 475,153 1,192,466  8,247,539  △8,247,539 －

計  8,280,200  288,075 363,457 3,250,639 3,267,553 1,733,344  17,183,270  △8,247,539 8,935,731

セグメント利益  410,991  △12,778 2,101 48,244 214,053 28,186  690,798  16,799 707,597

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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